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T h e I n t r o d u c t i o n o f P r o g r a m
（足並みをそろえて取り組むことが大事）

７月最終日は「お楽しみプログラ
ム」が行われた。「お楽しみ」の為、
当日までプログラム内容は秘密であ
る。プログラムの開催場所はフィッ
トネスルーム。全員が集合するとス
タッフより「ピンポン玉リレー」「
ジェスチャーゲーム＆言葉連想ゲー
ム」「コトバグラム」の３つの種目
を行うと告げられた。
参加者は２人１組となり３つのゲ
ームに挑戦し総合得点を競う。優勝
者には賞品が用意されているとのこ
とで皆の目が輝いた。
「ピンポン玉リレー」はスプーン
の上にピンポン玉を乗せフィットネ
スルームに用意された障害物コース
を１人１周で２周走り、そのタイム
を競う。ピンポン玉を落とした場合
はその場で立ち止まりきちんとスプ
ーンにピンポン玉を乗せ直さなけれ
ばならない。

「ジェスチャーゲーム＆言葉連想
ゲーム」は１人が解答役、もう１人
がヒントを出す役となり、各５問で
計１０問のお題に挑んで正解数が得
点となる。
「コトバグラム」は、人それぞれ
の「言葉の重さ」の違いを楽しむパ
ーティゲームで、誰かがある人に対
してあるセリフを言うときの「重さ
」を考えて当てるというもの。
それぞれのゲームにて白熱した戦
いが繰り広げられたが、筆者は特に
「ジェスチャーゲーム＆言葉連想ゲ
ーム」が楽しいと感じた。誰でもわ
かるお題でも、「ジェスチャーのみ
・言葉のみで伝える」という制限を
加えられると伝えるのが難しくなり、
人にものを伝えるという行為の奥深
さを体験できた。今後、どんな「お
楽しみプログラム」が企画されるの
か今から楽しみである。

ペアプレゼンとはグループプレゼ
ンの前段階として、利用者が２人１
組のペアとなり約２週間で課題に取
組むプログラムである。作業分担で
はなく、他者と協働して足並みをそ
ろえながら取組むことが大事である。
課題は、新聞から利用者にとって
価値のある記事の選定と要約、さら
に内容を深掘りした資料の作成及び
発表であった。発表にあたっては納
品日に全員の前でプレゼンを行い、
記事の内容や発表の仕方、見やすい
資料であったかについて発表者以外
の参加者が採点する。その後、全員
の点数の合計がペアの得点となり順
位がつけられる。

プレゼンの主旨と課題内容が説明
された後、日付の異なる新聞がペア
ごとに配られた。各ペアは早速作業
に取りかかり、まずは一通り新聞に
目を通し、取扱う記事の選定を行っ
た。また、資料としては見やすさが
求められるため、いかに明確かつ見
やすい構成となるか互いに話し合い
つつ作業は進められた。利用者によ
って、ほっぷ内での各種活動の中で
抱えている作業量に違いがあるため、
本課題に取組める時間が異なる。そ

のため、作業時間の振り分け方につ
いて互いに相談し課題に取組む必要
もあった。限られた作業時間の中、
どこまでのクオリティで完成させる
か折り合いをつけつつ作業は進めら
れ、納品日を迎えた。
発表当日は各ペアが順に持ち時間
５分で発表を行い、その後質疑応答
が行われた。各ペアとも利用者にと
って身近な事柄や時事ネタ、有益な
情報など多岐にわたる内容であった。
また、発表の仕方や要約の内容、資
料の構成などもペアごとに様々で、
それぞれの得意、不得意に対してど
う取り組んだかが垣間見え、その結
果が得点の差となって表れていた。
筆者としても初めてのプログラム
であり、相手とペースを合わせて協
働することに慣れていない自分に気
付かされた。自分と相手の「したい
」に折り合いをつけつつ、作業を進
めるためのコミュニケーションの大
切さを改めて感じ、復職・就職先で
も生かしていきたいと思う。
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ＯＴ講座（集団）は、作業療法士
（Ｏｃｃｕｐａｔｉｏｎａｌ Ｔｈ
ｅｒａｐｉｓｔ）が提供する、職場
復帰支援プログラムの一つである。
模擬職場に見立てたグループで課題
（仕事）に取組む。その中で、参加
者は自身が苦手とする行動にチャレ
ンジしたり、自身の思考の癖を見つ
けたり、セルフマネジメントで活動
と休息のバランスを取ったりするこ
とで、職場復帰に繋げていくプログ
ラムである。
今回は６人編成のチームが２つ作
られ、各チームに同じ課題が与えら
れた。今回の課題ではチームメンバ
ーに１人１枚ずつメッセージカード
が配られた。メッセージカードは、
３組が複数のポイントを経由してゴ
ールする様子を示した文章が、６つ
に分割されている。そのカードに書
かれた情報を口頭だけで伝え、それ
により導き出された情報から各組の
ゴールまでの時間及び順位の計６問
の正解を求めるものだった。ルール
として、メッセージカードは他人へ

の開示は禁止で口頭だけ伝える。
各チームはルールの確認後、リー
ダーが書記を１人指名し、書かれた
メッセージを１人ずつ正確に伝え、
制限時間内に取り組んでいった。１
回目の制限時間内ではどちらのチー
ムも全問正解できず、時間が延長さ
れた。この時点の正解数は、Ａチー
ムは（６問中）５問正解。Ｂチーム
は（６問中）１問正解。時間延長の
結果、Ａチームは全問正解。Ｂチー
ムは６問中２問正解となった。この
結果を受けて両チームともメンバー
同士で労いつつ、反省点などを話し
合った。
筆者はＢチームに参加し、限られ
た時間の中でいかに書かれた内容を
口頭だけで正確に相手に伝えること
が難しいかを感じた。また、答えを
導き出すのにメンバーがうまく協力
することが大切だと思った。今後の
活動でもこのような協調やコミュニ
ケーションの大切さを考えながら、
復職に向けた訓練を継続していきた
い。

T h e I n t r o d u c t i o n o f P r o g r a m
（ お 楽 し み プ ロ グ ラ ム 開 催 ！ ）

T h e I n t r o d u c t i o n o f P r o g r a m
（口頭だけで人に伝える難しさ）

The Message from GRADUATES
（あなたの悪いところは上手くできないことではないよ）

本記事では、某日Ａ氏に実施した
アンケートを紹介する。Ａ氏はほっ
ぷに２年１カ月通所し卒業された方
である。ここではアンケートを一部
抜粋し紹介する。

Ｑ１．あなたにとって良かったプ
ログラムを教えてください。
Ａ１．「リワークプログラム」
プログラム内で見つかる課題に対
してより時間と焦点を当てて振り返
ることで、自分の課題に向き合わざ
るを得なくなること、向き合えてい
ないことを自覚できたことは自分に
とって大きかった。

Ｑ２．ほっぷ通所前と現在とで、
変わったなぁと思う自分の行動や考
え方、気づいたこと等あれば教えて
ください。
Ａ２．私は、仕事の中で周りの人
ができていることでも自分ができな
いと「自分はこんなこともできない
からダメだ」と傷つき絶望していま
した。しかし、ほっぷでのプログラ
ムや交流を通して「他の人もできな
いことがあるが、頑張って乗り越え
ている。自分は結局できないこと（
嫌いなこと）をできるように頑張る
のが嫌で立ち止まっているだけ」だ
と気づきました。

Ｑ３．もし、休職前の自分に一言
声をかけるなら、どんな言葉をかけ
ますか？
Ａ３．『あなたの悪いところは上
手くできないことではないよ。他の
人にも、あなたがどう見えているか
聞いてみて』

Ｑ４．最後に、残されるメンバー
にメッセージをお願いします。
Ａ４．ほっぷにせっかく来ている
ので、今までの自分とは違う時間の
過ごし方を選択できるようになって
ください。

プログラムを通して自身の思考の
癖に気づいた上で不安の解消の仕方
を見つけることができたＡ氏。そん
なＡ氏が復職して職場の方々と共に
活躍することを願う。

ハーバリウム

プレゼン発表の様子

ピンポン玉リレー 言葉連想ゲーム

①『価値』のある内容であったか
（新しい気付きや学びあるか）

②わかりやすい発表であったか
（声の大きさ・スピード・熱量）

③見やすいスライド（資料）であったか
（図表を用いているかなど）
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